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　木下康仁先生の定年退職にあたって
木下康仁先生は 2018 年 3 月に定年を迎え、立教大学社会学部を退職されました。先生は、1993 年 4 月
に本学社会学部社会学科に助教授として着任され、1994 年 4 月に教授に昇格されました。その後、1999
年 4 月から 2002 年 3 月まで社会学科長、2002 年 4 月から 2003 年 3 月まで大学院社会学研究科社会学専
攻博士後期課程主任を務められ、2005 年 4 月から 2009 年 3 月までは社会学部長・大学院社会学研究科委














大学運営面では、2010 年から 4 年間にわたって人権・ハラスメント対策センター長として学内の人権
問題の取り組みに尽力されたほか、セカンドステージ大学にも積極的に関与され、2014 年にはセカンド
ステージ大学副学長を務められました。また、2007 年 5 月から 2009 年 3 月まで約 2 年間、立教学院理事
を務められております。
学外においては、日本老年社会科学学会評議員、日本社会学会編集委員会専門委員ならびに編集委員会
委員、福祉社会学会理事、日本保健医療社会学会理事などを歴任、海外の学会誌Qualitative Social Work: 
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